










25

ています。

　なぜならば、輿論は公議輿論と言われるよ

うに、公に議論をして生まれるわけですから、

遅延的であり時間がどうしても必要となって

きます。遅延効果、あるいは遅延報酬を一番

わかりやすく示しているのは教育です。つま

り、子どもがドリルを繰り返し単語を覚える

ことの意味は、それがやがて遅延的に効果が

あるからですね。同じように、遅延的に生ま

れてくるものとして輿論を考えるべきです。

そうした学習プロセスとして輿論形成を考え

るならば、遅延的に報酬が得られることを追

体験するために、教養としての歴史意識が必

要になってくるのではないか、と私は考えて

います。

　そういうふうに考えてくると、異論のある

方もおられると思いますが、公共圏という訳

語に違和感を覚えます。最近、日本では公共

性と呼ばずに公共圏と呼ぶことがむしろ主流

になってきていると思うのですが、これはま

さに、輿論を生み出す社会関係を「空間」に

限定する考え方です。あるいは空間を中心に

考える発想であって、そこで押しやられるも

のが、時間の概念だろうと思います。つまり、

輿論形成に必要なのは空間だけでよいのかと

いうことです。むしろ、世論を輿論化するた

めには時間の方が必要です。時間をかけて公

的に議論されて生まれるものが輿論であるな

らば、公共圏という空間だけの概念は有害で

す。こうした空間バイアスの発想が世論（せ

ろん）的な、ポピュラー・センチメントの政

治を加速化させているのではないか、と考え

ています。

　それに対抗する試みとしては、空間には存

在しないけども、時間の中で存在している死

者との擬制的な対話や討議も考えられます。

また、いまだ生まれざるものとの対話の可能

性、そこから生まれる未来のビジョンも考え

ることはできるでしょう［図－２９］。

　私の実践例としては、『八月十五日の神話』

（2005年，ちくま新書）があります。日本で

は 8月 15日が終戦記念日とされていますが、
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広告媒体（メディア）社会と輿論/世論

世広告化と場所感覚の喪失
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Ｗ．シュラム「ニュースの本質」（1949）

論
教養としての歴史意識

図−２７ 図−２８
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社会学部紀要
社会学部 創設 50 周年記念

2010

本当に 8月 15日が終戦記念日でいいのかと

いう問いです。つまり、現在世界で 8月 15

日を終戦記念日だと考えているのは、日本と

韓国と北朝鮮だけであって、中国やモンゴル

やソビエトは 9月 3日、アメリカやイギリス

やその他のヨーロッパの国々は 9月 2日、台

湾は 10月 25日です。記憶の起点をめぐる討

議は、未来のためにこそ必要だと私は考えて

います。

　そこで私は「メディア史の公共性」を意識

しています。しかし、戦争の記憶と責任の問

題が典型ですが、そもそも輿論（意見）と世

論（心情）を分けることは至難です。にもか

かわらず、世論（私情）を批判する足場とし

ての輿論という規範を保つことは必要で、言

葉の区別がなくなる段階でまさに世論、つま

り空気を批判することはできなくなるのだと

いうことです。さらに、意識的に輿論（公的

意見）と世論（私的心情）を弁別する努力は

私たちの時間に耐える強度を高めてくれま

す。そのためにも、公共圏という空間的バイ

「公共圏」でなく「公共性」という視点「公共圏」でなく「公共性」という視点

空間概念だけでよいのか？→時間概念が必要ではないか？

「死者との理性的討議」も必要死者 理性的討議」も必要

「生まれざる者の可能性」のメディア史

『8月15日の神話―終戦記念日のメディア学』（筑摩新書・2005年）

アスを反省して、もう一度、公共性に歴史意

識を取り戻す必要があるのではないかと考え

ています［図－３０］。

　少し長くなりましたが、以上で今日の報告

を終わらせていただきます。どうもありがと

うございました。

▶司会　佐藤先生、長時間にわたりありがと

うございました。

「メディア史の公共性」「メディア史の公共性」

■「世論」批判を封じる「輿論の世論化」の言語環境
世論（感情）を批判する足場としての輿論（意見）＝世論（感情）を批判する足場としての輿論（意見）

という規範の意識化は必要。

■輿論/世論の識別は「時間に耐える強度」輿論/世論 識別 時間 耐 る強度」
→「公共圏」の空間的限界を超えて、「公共性」という
歴史意識を取り戻す歴史意識を取り戻す。

30「世論の輿論化」＝輿論2.0の時代へ

図−２９ 図−３０




